
☆東京大学鹿児島宇宙空間観測所の設置☆

　秋田ロケット実験場が，ロケット飛しょう水平距離の

増大に伴い，大型ロケットの飛しょうに限界が生じたた

め，先般来，これを補なう新実験場を太平洋岸に求めて

いたところ，諸条件を総合して鹿児島県肝付郡内之浦町

東海岸にその場所を得，去る4月11日決定した．同所
は大隅半島の東部海岸に属し，鹿児島県内でも特に無霜

地帯といわれている．使用地はすべて国有林野で，海岸

線から1km以内に約3kmの長さにわたって，発射点，

多

研究および観測系，テレメータ・指令室系，ロケット格

納庫，器材格納庫，レーt一ダ点，光学観測点等を含む7団

地を定め，36年度から道路・整地・電力等の建設に着工

する計画である．大隅半島は典型的断層地型で，使用地

一樽は標高270mから320mの小山が点在し，各団地は

それらの頂きを整地の上設営される．すでに鹿児島県庁

ならびに内之浦町から全面的協力を惜しまないとの激励

がなされ，完成の上は，世界にも類例のないユニークな

Space　Centerとなることであろう．新実験場の名称は，

標題のように定められた．また秋田実験場は，同所で可

能なロケット飛しょうと地上テストのため，これまでど

おり存置される．
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表 紙落雷に伴う放電数を計数記録する雷放電カウンタおよびその記録例（5ページ参照）
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